
教科 地歴 科目

授業計画
キャリアデザイン コース 3 学年 単位数 4 履修区分 全員履修 期 週 月 単　　元 内容 テスト範囲 着　　眼　　点

1 第１章 日本列島における

2 日本文化のあけぼの 旧石器・縄文時代の

3 　1.文化のはじまり 社会を理解する。

4 　2.農耕社会の成立 稲作など、弥生文

5 　3.古墳とヤマト政権 化の形成を理解する。

6 第２章

7 律令国家の形成 推古朝中心の飛鳥

8 　1.飛鳥の朝廷 朝廷時代を理解する。

9 　2.律令国家の成立 （中間試験)

10 　3.平城京の時代 律令国家成立から

11 　4.天平文化 完成の状況を多角的

12 　5.平安朝廷の形成 ・多面的にとらえる。

13 古代国家の推移に

14 ついて、律令体制の

15 変質を理解する。　　

16

17 第３章　貴族政治と国風文化 摂関政治が及ぼし

18 　1.摂関政治 た影響を理解させる。

19 　2.国風文化 大陸文化を消化し

20 　3.荘園と武士 (期末試験) た国風文化を学ぶ。

21 武士の成長と進

22 出について学ぶ。　

1 第４章　中世社会の成立 院政期の政治・社

2 　1.院政と平氏の台頭 会を考察する。　　　　

3 　2.鎌倉幕府の成立 本格的な武家政権

4 　3.武士の社会 である鎌倉幕府の、

5 　4.蒙古襲来と幕府の衰退 成長過程と衰退期に

6 　5.鎌倉文化 ついて理解する。　　

7 武家文化を学ぶ。　

8 第５章　武家社会の成長 南北朝動乱～室町

9 　1.室町幕府の成立 （中間試験) 幕府成立までを学ぶ。

10 　2.幕府の衰退と庶民の台頭 応仁の乱から戦国

11 　3.室町文化 時代への変遷を、政治

12 　4.戦国大名の登場 ・文化から理解する。

13 第６章　幕藩体制の確立 信長・秀吉の統一事業、

14 織豊政権～幕藩体制 （3年期末試験） 幕藩体制への変化を

15 理解させる。
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2023年度 シラバス

前
　
　
期

4

教   科   書 詳説　日本史Ｂ（山川出版社）
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副教材・参考文献
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日本史Ｂ

12

1

備　　考

科目のねらい

・日本の歴史を，世界史的視野で感じさせ，我が国の文化と伝統の特色に
ついての認識を深めさせることによって，歴史的思考に触れ，歴史，そして
日本に対し，興味・関心をもつ姿勢を育てたい。
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授業内容とすすめ方

・基本的な事項・事柄を精選して取り上げ，各時代を整理する。
・歴史の縦の流れとともに横のつながりを重視。その中で史実の意義を考え
させる
ことを意識する。
・急な臨休などが生じた場合は、課題プリントを用意して、本来進める予定
だった項目を教科書を用い調べさせるようにする。
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2

3

学習上の留意点

・史実の整理と説明にとどまらず，その意義を発見できるよう工夫する。
・現代の社会問題や身近なものに関連づけ，歴史の重要性を再確認させ
る。
・視覚に訴える方法で日本の幅広い文物にふれる機会を設け、日本への興
味を湧かせる。

後
　
　
期
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成績評価の方法・基準

・筆記試験の実施
・定期試験ごとに、または必要に応じてノートやプリントを点検し，提出状況
なども評価の対象とする。
・急な臨休などが生じた場合は、課題については、展開予定だった項目に
合ったプリントを用意。再開後に提出状況や内容をチェックして、評価対象
に組み入れる。
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